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２１世紀最大の課題

環境に配慮した経営

◆世界で通用される標準規格

◆環境の取組みを継続的に向上できるツール

◆環境リスクを特定・管理する仕組み 

◆省エネや廃棄物増加防止で経費節減

◆法規制の遵守は重要な運用条件

◆あらゆる業種に適応するように考慮

◆規格認証を取引条件とする場合も多い

・手順書や規定、法令、顧客要求の遵守確認

・ルール遵守や目標達成で期待した成果確認

・問題顕在前に弱点や潜在的なリスクを検出

・業務や手順評価でムリ・ムダ・ムラを改善

・PDCAサイクル活用でマネジメント能力向上

・監査結果を経営層に報告し経営判断を支援

日 時 ：2026年 6月10日(水)・11日(木)
（9:00～17:00）

場 所 ： 千葉商工会議所 14階 第2ホール

・JR千葉駅から徒歩約10分

・バスをご利用の場合は「県庁前」を通るバスに乗り

「中央2丁目」で下車

・モノレールご利用の場合は「葭川公園駅」で下車

対 象 ： 内部監査員（候補者、レベルアップ）、事務局 他

定 員 ： 先着 24名 (6月1日までに申込みください。)

受講料 ：１名につき 30,000円(税込)

≪千葉商工会議所の会員は 25,000円(税込)≫

講 師 ：小林 亨

            ・NPO法人環境カウンセラー千葉県協議会理事

・JRCA登録EMS主任審査員＆QMS主任審査員

・ナラフジ・ビジネスサポート代表(コンサルタント)

主  催 ：千葉商工会議所

NPO法人環境カウンセラー千葉県協議会

▲地球環境問題が蔓延
・温暖化、オゾン層破壊、酸性雨、森林破壊他
・大量生産・大量消費・大量廃棄の代償
・化石燃料等の天然資源の枯渇

➤循環型社会、低炭素社会の構築が課題

・環境問題は益々複雑化（要因や影響）
・影響範囲も拡大、且つ深刻化
・政府や企業、住民等全てが関係者

➤適切な役割分担での環境対応が重要

▲環境問題の発生で経営に懸念
・環境抜きで企業経営は成り立たない時代

➤環境に配慮した企業経営を実践
・「環境に優しい商品・サービス」を提供
・顧客が求める行動を意識、情報提供(CSR他)

お問い合わせ、お申し込み先

千葉商工会議所 総務部 会員交流課 担当：小林

〒260-0013 千葉市中央区中央2-5-1 千葉中央ツインビル2号館13階

TEL：043-227-4101 FAX：043-227-4107

2026-6

★ 内部監査が体験できるセミナー構成❢

★ 監査項目(規格要求)の理解を重視した講義❢



ISO14001内部監査員セミナー・スケジュール

【第１日目】(9:00～17:00)

【第２日目】(9:00～17:00)

＊当セミナーは、個人やグループ演習を主体とした、実践形式で構成されています。
＊昼食時間は12:00～13:00となります。
＊セミナー時間中は、適時休憩を取らせていただきます。

ISO14001内部監査員セミナー受講申込書
(宛先：千葉商工会議所 会員交流課 小林 宛)(FAX:043-227-4107)

＊申込書は切り取らずにＦＡＸ送信をお願いします。

＊修了証発行の発行
・第２日目の理解度テスト後に総合的な評価を行い、合格者には修了証を授与いたします。

＊本情報は、講座運営以外に使用いたしません。

オリエンテーション（主催者挨拶、講座の概要説明他）

第１章 環境経営に向けて（経営への貢献、ＳＤＧｓ他）

第２章 ISO14001規格の解説（規格要求事項の解説）

第３章 内部監査の進め方(監査の概要、監査の準備)

第３章 内部監査の進め方(チェックシート作成等監査の準備)

第３章 模擬監査の実施（チームで対面監査）

第３章 監査結果のまとめ（所見、報告書作成）

第４章 内部監査員の心構え(監査に必要な力量や知識)

セミナー振り返り、補足説明（新規格概要説明）

理解度テスト、修了証授与
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